前もってのご質問に対しての回答集

　今回の参加者は既にＳＯＨＯスタイルで仕事をなさっている方３割、これからＳＯＨＯスタイルで仕事をしていこうと考えている方３割、ＳＯＨＯって言葉は聞くけど何？と言う方４割って感じです。中にはこの講演会に参加すると仕事がいただけるの？とお電話をなさる方もおられます。

　今回の講演会は一つの出会いの場であるとお考え下さい。その場をどのように活用するかは皆さんがお決め下さい。以下、頂きました質問に回答させていただきます。

Ｑ.主人は会社員(プログラマ)、私も元プログラマでした。もうそろそろ３人の子供も手が離れ始めたので仕事をする前の情報集めとして参加。現在、ＳＯＨＯについて知りたい。

Ａ.ＩＴを活用した仕事のスタイルをSOHOと呼びます。職業ではありません。仕事としてプログラムを組む、ＷＥＢ制作、翻訳、営業と言った仕事などです。各個人のスキルを売りにし、個人、チームレベルでできるプロフェッショナルな仕事のスタイルがＳＯＨＯスタイルです。(日本SOHO協会・河西)

Ｑ.(財)石川県産業創出支援とはどのような組織ですか？

Ａ.石川県の外郭団体(財団法人)です。石川県のＳＯＨＯ者を支援することを考えていただいている組織です。ただ、ＳＯＨＯだけを支援しているわけではなく、会社設立の相談やバリアフリー、環境問題など、経営者や新規事業を支援することもしておられます。(北陸SOHOの樹・桝田)

　詳細は　http://www.isico.or.jp/　ＳＯＨＯプラザ　http://www.isico.or.jp/soho/

Ｑ.北陸ＳＯＨＯの樹とはどのような組織ですか？

Ａ.任意の団体です。本年９月にＮＰＯ法人として設立を予定しています。４年前に北陸ＳＯＨＯ支援としてＷＥＢを立ち上げました。支援と言っても私が支援をして欲しかったのです(笑)。ただ、途中からりんごのなる木(りんご＝アイディアであったり人材であったり)として北陸ＳＯＨＯの樹と改名して今に至ります。ＳＯＨＯの地位向上や仕事をする前の能力向上を図るセミナーを主催したいと考えている団体です。現在の所、ＷＥＢ上での掲示板での情報交換とメーリングリスト(北陸４県で280人)での情報交換をメインとしております。北陸ＳＯＨＯとして目指すのはＳＯＨＯの地位向上と情報交換の場を自ら作ることです。その中から仕事が生まれたり、仕事量が多すぎて困っているときにスキルは有るのに仕事が無い方に回る仕組みを作りたいのです。http://www.ann.co.jp/soho/(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.「ＳＯＨＯ」で、具体的に「成功」した方の実例を紹介していただければ、現実的にとらえられるような気がします。どのような状況から、「ＳＯＨＯ」へ展開していったのか等、お話を伺いたいです。

Ａ.何を持って成功したかの判断は各人でしていただきたいのですが、私(桝田)の例を紹介します。私は９年前にＳＯＨＯスタイルとして会社を立上げ、今まで私のスキルを活かした仕事をし続けてきました。その中の一つの仕事がパソコン指導です。９年前に縁あった会社からパソコン10台を借り受け、公共機間主催のパソコン教室をしておりました。その中から色々なノウハウを掴み取ることができたと思っています。で、今、ＩＴ講習と言った部分のお仕事をさせて頂いています。(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.講演会は出席できませんが他のセミナーあったら知りたいです。小松での支部などありますか？

Ａ.(財)石川県産業創出支援機構様がＳＯＨＯ向けのセミナー等を主催なさってます。そのような案内はＷＥＢに載っていますし、会員になっておくとメールにて案内が頂けます。また、北陸ＳＯＨＯの樹としても今後、学習会や講演会などを実施していきます。掲示板等をご覧下さい。会報等を発行していくためにはかかる手間があり、年会費等を頂かないといけないので、検討中です。小松等のＳＯＨＯグループに関しては個別に案内させていただきました。(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.在宅でお仕事の紹介の電話を良く受けるのですがその業者って信用できるのでしょうか？そちらの講演会に参加するとお仕事が頂けるのでしょうか？

Ａ.悪徳業者への対処ですが、あなたが悪徳業者になって儲けようとしたらどのようにしますか？　私なら、だまされやすそうな個人の名簿を仕入れ、順番に電話します。「ＳＯＨＯに興味はありますか？今なら、３ヶ月勉強していただければ毎月お仕事を紹介します。月々○○円パソコンのお支払いが必要ですが、それぐらいの金額はお仕事で支払うことができます。」で、３ヶ月後、「あなたはまだこの試験に合格していません。ですので、この試験の補講をするので○○円頂きます。」って感じでしょうか？　身しらずの方に仕事を紹介する奇特な人っていると思います？どのように思いますか？(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.スキル不足の人はどのような形からＳＯＨＯを始めていっているのでしょうか？できるところから少しずつ力をつけたいとは思っていますが・・・。今回のセミナーでＳＯＨＯの現状が解れば・・と思っています。在宅ワークで悪徳（？）な仕事紹介者の話も聞きます。個人で仕事をする場合、どのような点に注意をすればよいのでしょうか？ネットで検索して、先方のことも良くわからないまま仕事をひきうけて安全なのかどうか・・・。でも、それは、先方も同じように解らない相手に仕事を任せられるのだろうか？と思っていると思います。はじめての仕事の場合、どこで信用を確かめればよいのでしょうか？

Ａ.とても難しい問題です。まず、スキルをアップさせる方法として、すぐ思いつくのはパソコンスクールに通うでしょう。ただし、そのスクールの先生や指導方針により、ためにならない場合もあると思います。スクールを否定しているわけで無く、単に資格を取るだけのスクールはやめたらと思います。

　次にインターネットや色々な方法で仕事をしている先輩を探すってのはどうでしょう。その先輩の所に弟子入りするのです。その中から仕事の方法など(例えば請求書発行や打合せ方法)を教えていただく(と言うか盗む？：笑)のです。ただ、その先輩にもメリットが必要ですので、その先輩の持っていない魅力があなたにも必要だと思います。

　仕事を出す方と仕事をこなす方、双方の問題として相手が見えないままお仕事をやり取りするのはとても怖いことです。私は、最初に１回はお会いして人柄やスキルを教えていただきます。そして、その方の得意で仕事ができないかなと思いながらお話をさせていただきます。ですので、私はメール一通から取引が始まりますが、すぐには仕事を出しません。まず、会ってからです。双方にそう言った気持ちが必要ではないかと思います。(北陸SOHOの樹・桝田)

　日本SOHO協会としての回答は別にあります。講演会場にて回答します。

Ｑ.SOHOは聞いたことがあります。知合いから一緒にいこうと誘われた。パソコンは持っており、パソコンを使った仕事をしていきたい。

Ｑ.現在、フルタイムで働いているが時間の余裕がまったく無い。子育てと両立をしていきたいが、どうやっていけばわからない。ＩＴについて知りたい。

Ａ.何か自分の得意を付けませんか？自分の得意から仕事に結びつくことがあります。例えば、洋裁が好きで子供のドレス(女の子)を作り、ホームページで紹介していた方を繊維会社の社長に引き合わせた所、ぜひ、君にホームページを作っていただきたいといわれて紹介したことがあります。(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.日本の「IT化」において最も重要なファクターは何か？

Ａ.人財と思います。スキルは大切ですが専門家だけが人の育成をするのではなく、先にパソコンを学習した方が今から学習をしようとする方に指導することでの全ての方が教え、学ぶ姿勢が必要と思います。また、国や県・市町村にだけ頼るのではなく各人で何ができるのかを真剣に考える事が必要と思います。(北陸SOHOの樹・桝田)

Q.在宅でのお仕事にはどういったものがありますか？
A.本日お配りしました資料にて説明があります。また、「SOHOコンピューティング」と言った月刊誌も参考になると思います。(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.今後の、日本の景気動向について、それに対してのSOHO事業主の絡み方そして、これからSOHO協会で、実現したい事業展開について日本SOHO協会及び、SOHOの皆様と、時代を切り拓く第１歩にしたいですね２１世紀を、創りましょう！

Ａ.心強いお言葉です。一緒に頑張りましょう。(北陸SOHOの樹・桝田)

Ｑ.ＳＯＨＯというか、インターネットビジネスであれば、日本中イヤ世界中どこにいても仕事が出来ると思うが、実際にＳＯＨＯで成功している方の事務所や会社はほとんど東京に集中してきているのが実状です。地方の場合は、やはり相当な核を作らないとなかなか「城下町」が出来ないと思いますが、そのためにもＳＯＨＯ協会の力が必要です。

Ａ.そうですね。北陸としての取り組みが一つの地方型ＳＯＨＯの見本になりつつあります。各人が各人のできることを相互に交換し地域レベルでの交流が必要になると思われます。(北陸SOHOの樹・桝田)

Q. 特にスキルや特技がないのですが、組織の一員としての仕事に疑問を感じている為、SOHOというスタイルに興味があります。ゼロからのSOHO立ち上げができるか考えたいと思っています。

A.そうですね。最初の考える場所になってとてもうれしく思います。(北陸SOHOの樹・桝田)

ぜひ、以下は河西さんに回答をしていたこうと考えている質問です。

Q.以下のパーソナル・ヴィジョンを訊きたいです。

（1） SOHOネットワークというスタイルでSIPSに勝る仕事をすることができるのか？

（2） EC（特に決済、データ処理など）をスムーズに進めるためのインフラ整備（ハード、ソフト、法、官民連携、国際情勢など）の現状と将来展望。

（3） 日本の「IT化」において最も重要なファクターは何か？

Q.地方は首都圏に比べて仕事に対する考え方が保守的なところです。さらに日本的な文化がある意味チャレンジングなSOHOに合うかどうかも私は少し疑問に思っています（アメリカに比べ）。保守的な地方SOHOの発展のためにどういった連携を考えてらっしゃいますか？

Q. 協会の設立までの経緯、設立主旨などについて是非伺いたいですし、展望も伺いたいです。既に似たようなことをお考えの方はたくさんいらっしゃるでしょうが、ハードやソフトの購入や使用に際して、メーカとは一線を画した情報ルート確立を目指すとか、ノウハウの共有して小規模事業者の独立を促すなので活動に興味あります。運送業では赤帽という組織が自営業者の集まりがありますが、あれは参考になりませんでしようか？建築業では、○○設計事務所という看板で仕事されている方が多数いらっしゃいますが、パッケージソフト製作の○○設計事務所というものを見たことがありません。ＮＴＴのタウンページの分類でも、ソフト製作という分類はなく、情報サービスになっっているようです。業種として認められていないようで残念です。

Q. 日本ＳＯＨＯ協会に参加する事でどのようなメリットがあるのでしょうか？

Q. 『これからのＩＴ化社会において近い将来、住んでいる地域(国）に関係なく自分の能力に応じた仕事がグローバル単位でできるようになる。実際にアメリカではインターネットを使い、仮想の仕事場の中で年齢・性別に関係なく、アイディア次第で仕事を獲得し、厳しい競合の中で働いている人達がいる。』と、ある番組の中で紹介されていました。それを見て私は『会社に出勤して仕事をする』という形態がなくなり(実際に自宅や仮のオフィスでパソコンを使い仕事をしている人が増えているそうです）ＳＯＨＯスタイルでの仕事が増えてくるのではないかと思いました。河西さんはどのようにお考えでしょうか？そのような社会になった場合、競争に勝ち残る為には、自分の得意分野を磨き、専門の知識を身に付ける事が必要不可欠になってくるのでしょうか？講演の趣旨とは少しずれた質問の内容になってしまったかもしれませんが、これからのＳＯＨＯの未来についてお話を伺いしたいと思い、あえて記入させて頂きました。失礼がありましたら、申し訳ありません。

